
桑田さんはもともと少年時代
からボウリングが大好きでした
が、還暦を迎えたときに、矢島
（純一プロ）さんからボールと
シューズをプレゼントされたの
を機に、何十年ぶりかで始め、
たちまちはまっていったんで
す。その姿を身近で見ていまし
て、桑田さんの“ボウリング愛”
がみんなに伝播していけばいい
なというところから、ＫＵＷＡ
ＴＡ ＣＵＰをやりませんかと
いう話を、およそ1年前に桑田
さんとしたのが発端でした。
とはいっても、何から手をつ
ければいいのかわからなかった
ので矢島さんに相談したとこ
ろ、ちゃんとやるのであればプ
ロ協会の門を叩いた方がいいの
では、ということで紹介してい
ただき、その後いろんな方々に
集まっていただいて実行委員会
ができ、実現に向けて動き始め

ました。
桑田さんと音楽活動の話をし

ている時、社会貢献という言葉
がしばしば出ます。そんな中で
私自身、音楽も生涯現役という
か、いくつになっても楽しめ
る。また世代を超えてコミュニ
ケーションを図れる。コンサー
トツアーを含め、地域の活性化
にもつながる。音楽活動をして
いくうえでのその3つの心持ち
というのは、ボウリングにも相
通じるものがあるなと感じまし
た。
だから桑田さんが旗を振って
大会をやる以上は、一般の方々
が参加できて、みんなが楽しめ
る大会に、というのが基本のコ
ンセプトとしてありました。
初めてのことで準備期間など

いろいろな問題もありました
が、実際にすごくたくさんの
方々に参加していただきまし
た。ＳＮＳを見ても、ボウリン
グを媒介にいろんなコミュニ
ケーションが広がったと思いま
すし、ボウリングに興味のある
方々をはじめ、ボウリング業界
の皆さんにも盛り上がっていた
だき、いろいろな部分でうれし
かったです。
メディアにたくさん取り上げ
ていただいて、大会自体も広く
認知していただきました。現時
点で何かを発表できる段階には
ありませんが、何事も継続する
ことが大事ですから、引き続き
もっとたくさんの人を巻き込ん
で盛り上げられればいいなと
思っております。
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ボウリング界の枠を超えて大きな注目を集めたＫＵＷＡＴＡ　ＣＵＰ2019。その誕生から深く関わってきた㈱アミューズ 
執行役員の中西正樹さん、加盟全センターが成功に一丸となった(公社)日本ボウリング場協会の中里則彦会長、プロ8
年目の初タイトルを、この夢舞台で現実のものにした中野麻理子プロ。
3名の方に、それぞれのＫＵＷＡＴＡ ＣＵＰを振り返っていただいた。
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正直に言うと、プロジェクト
は極秘、極秘で進行していて、
私にもほとんど状況が知らされ
ていなかったんです。渋谷ヒカ
リエでの決勝を見て、全容が見
えたという感じでした。
その決勝は、これまで見てき

たボウリングの大会とはまった
く違って、オープニングから桑
田さんの熱唱のエンディングま
で、鳥肌が立つくらい感動しま
した。ボウラーならだれでも、
あの舞台に立ちたいって思うで
しょうね。
そしてこの大会のキーとなる
のが、ハウスボール、ハウス
シューズの部門をつくったこと
だと思います。最初は協力して
くれるセンターは手を挙げてと
いう形だったけど、これを一丸
となってやらなければ、もうや
るものはないだろうと、半ば強
制的に声かけをして、加盟全セ

ンターが参加しました。たいが
いのものは、うちは参加しませ
んというようなところが出るけ
れど、今回はまったくありませ
んでした。
ただ残念だったのは、間際ま

で知らされていなくて準備の時
間がなかったこともあって、約
3万人の参加にとどまったこと
です。
もし第2回があるならば、

10万人を目指したい。そのた
めには各センターで積極的に声
かけをするなどしなければ、た
だ黙って待っていても達成でき
る数字ではありません。
昨年の暮れからこの2月ま

で、桑田さんのおかげで、おそ
らく10年分くらいはボウリン
グが一気にメディアに露出した
んじゃないでしょうか。
そして桑田さんの”ボウリン

グ愛”、もっと一般の人たちに
ボウリングの素晴らしさを知っ
てほしいという思いが伝わって
きました。
あの忙しい桑田さんが、週4

日ぐらいの頻度で続けられてい
る。それだけボウリングには、
はまる要素があるんです。それ
をわれわれは、一般の人たちに
うまく伝えられないままきてし
まったのが現状ではないかと思
います。
ＫＵＷＡＴＡ ＣＵＰをきっ
かけに、はまってくれる人を増
やしていければ、かつてのブー
ムとはいわないまでも、新しい
波を起こせるのではないかと思
います。
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7位で迎えた準決勝の最終
ゲームに252を打ったけど、
決勝進出の3名に入れたかどう
かはまったく分かりませんでし
た。正式発表があって残ったと
わかり、私自身がいちばん動揺
しました。
その後、決勝会場の渋谷ヒカ

リエに見学に行きましたが、お
客さんが入っていない状態でも
すごい雰囲気で、寒さもあった
のでしょうが、緊張で震えが止
まりませんでした。明日はここ
にいっぱいのお客さんが入るん
だと思ったら、もう食欲がなく
なって、次の日まで何も口にで
きませんでした。
当日、最初の練習のときに

は、思ったところにも落とせな
いし、かなりテンパった状態で
した。一方で、この大会の実現
のために裏でたくさんの人が頑
張っていらっしゃったので、結
果はどうあれしっかり投げなけ
ればという思いがありました。
3位決定戦はものすごく緊張

しましたが、そのなかでも、右
と左のレーンのコンディション
の違いに気付けて対処できたの
が、勝ち上がれた要因だと思い
ます。
優勝決定戦は、あまりにも雰

囲気がすごすぎて、できるだけ
周りを見ないようにして自分の
ボウリングに集中しました。お
かげで3位決定戦のときよりも
比較的冷静に投げられました。
でも“9連発です”というアナウ
ンスが耳に入った途端、急に心
臓がどきどきして失投してしま
いました。最後のスペアもしっ
かりとらなければと思ったけ
ど、会場で見られていた来賓の
方から“これはミスるなと思っ
たよ”といわれたくらい、震え
ていたらしいです。
もし第2回を開催していただ

けるなら、もちろんもう一度あ
そこで投げたいという思いがあ
りますが、一方で、なかなか経
験できるところではないので、
できるだけたくさんの人にあの
舞台を体験してほしいという気
持ちもありますね。
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「桑田さんのボウリング　
　愛を伝播させたいと…」

「これをきっかけに、
新たな波を起こしたい」

「いろんな人にあの
舞台を体験してほしい」
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